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温暖化予測は人々にどう伝わっているか

神奈川大学 人間科学部
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人々にどう伝わっているか

1. 温暖化への関心はマスコミ報道により
大きく変動している。

2. 温暖化の予測、影響、因果関係は、必
ずしも正確に伝わっていない。

3. 温暖化による影響や因果関係につい
ての認識は、温暖化に対するリスク認
知や政策への支持とも関連している。
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温暖化問題についてのアンケート調査

• 実施時期：2008年1月～3月
• 調査対象：
①推進員（神奈川、千葉、埼玉）：652名
②一般市民（インターネットモニター）：1200名
③温暖化関連の研究者（S‐5参画者）：38名

• 内容
①温暖化対策への取り組み

②温暖化対策への態度（負担感、有効性感）

③温暖化問題に対する認識（予測、影響、原因）
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温暖化問題に関する情報源
温暖化に関する情報源
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温暖化の将来予測

• あなたは「地球温暖化」により、このままでは
2050年までに平均気温は、現在よりどの程度
上昇すると思いますか。

①世界の平均気温

②お住まいの地域の平均気温
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温暖化の将来予測
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温暖化による影響

• あなたが、「地球温暖化」による影響として、
最も深刻だと思うことは何でしょうか。次の中
から“３つ”以内で選んで下さい。

１．ヒートアイランド ２．生物種の減少

３．極端な気候 ４．洪水や水不足の多発

５．海面上昇 ６．熱帯地方の病気の広がり

７．オゾン層の破壊 ８．農業生産への影響

９．氷河の融解 10．氷河期になる

11．強力な台風の襲来 12．深刻な影響はない
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温暖化による影響
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温暖化の原因

• あなたは、次のことが「地球温暖化」の原因と
してどの程度の関連があると思いますか。

– フロンガスなどによるオゾン層の破壊
–工場などからの排気ガスによる大気の汚染
–熱帯雨林などの大規模な森林の破壊
–化石燃料の燃焼による二酸化炭素の排出
– ヒートアイランド現象の進展
–エネルギー消費の増加
（とても関連がある 全く関連がない）

５ １
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温暖化の原因
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環境リスクの認知

確率と結果の程度
についての認知

・問題がどれほど
深刻であるか。
・発生がどれほど
確からしいか。

リスク認知

心理的要素から
構成される認知

・恐ろしさ因子
・未知性因子
・災害規模因子

・・・

「温暖化が世界に及ぼす影響の深刻さ」
×

「温暖化による影響が実際に世界で生じる可能性」
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原因に対する認識とリスク認知

温暖化の原因（二酸化炭素の排出）
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※科学的な不確実性：気候モデルによる予測の違い

原因に対する認識と態度変容
(人)

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
（2.5℃上昇） （3.0℃上昇） （3.5℃上昇）

①気温上昇の影響 87 49 5 141
(%) 62% 35% 4% 100%

②費用負担 34 78 21 133
(%) 26% 59% 16% 100%

③科学的な不確実性 54 75 9 138
(%) 39% 54% 7% 100%

ウィルコクスンの符号付き順位検定　*:P<0.0167

最も望ましいとされた代替案

合計
情報提示

*

*

*

大学生の長期的な地球温暖化対策に対する態度の変容

不確実性の認識による態度の変容

オゾン層の破壊と温暖化との関連
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• 多くの企業にとって最も重要なのは、数十年後
も含めて今後の排出量削減の取り組みとなっ
ている。

• 5年程度と言われる企業経営のスパンに対して、
気候変動のタイムスケールが噛み合わない。

• 業界最大手の経営者でも「そもそも地球温暖化
は本当か」という意見すら目立つ。

• 幾つかの業種では気象災害等による萌芽事例
が出ており、少しづつ意識は変わりつつある。

• 多くの企業にとって最も重要なのは、数十年後
も含めて今後の排出量削減の取り組みとなっ
ている。

• 5年程度と言われる企業経営のスパンに対して、
気候変動のタイムスケールが噛み合わない。

• 業界最大手の経営者でも「そもそも地球温暖化
は本当か」という意見すら目立つ。

• 幾つかの業種では気象災害等による萌芽事例
が出ており、少しづつ意識は変わりつつある。

国内企業の現状認識
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コミュニケーション支援


